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会員からの投稿 

「美し国づくり景観大賞」から

「美し国づくり大賞」へ 
 

 

NPO法人 美し国づくり協会会員 

ＣＮＣＰ監事 山岡 和彦
たかひろ

 

 

１．これまでの「美し国づくり“景観大賞”」の取組み 

美し国づくり協会は 2015 年に協会設立１０周年を記念して「美し国づくり景観大賞」表彰事業を創

設し、第１回の美し国づくり景観大賞には『水辺風景の再生「水・緑、ともに生きる豊かな暮らし（東京

都江戸川区）』を、特別賞には『コウノトリと共に生きる地域を目指して～放鳥から１０年を迎えた景観

～（コウノトリ野生復帰推進連絡協議会）』と『景観に配慮した防護柵の設置による道路景観の形成（国

土交通省東北地方整備局 企画部企画課）』を選定しました。 

また 2016 年の第２回では、美し国づくり景観大賞に『肥前浜宿における佐賀県遺産の保存活用に向

けた取組（ＮＰＯ法人肥前浜宿水とまちなみの会）』を選定し、特別賞には『鎌倉の聖域御谷（おやつ）

の景観を守る（公益財団法人鎌倉風致保存会）』を選定し、各回とも表彰式に続いて講演会および意見交

換会を行い、これらの素晴らしい事例が模範となり、日本の各地で地域の特徴を生かした多様な取組みが

なされることを願ってまいりました。これらの内容は３．のホームページに紹介されております。 

 

２．「美し国づくり“大賞”」への発展・拡大 

当協会は、日本の素晴らしい歴史、文化、自然というものを土俵において、豊かな日本をつくることを

目標としております。言いかえれば、日本の「国土の景観の多様性（Landscape Danversity）」の実

現することにあります。今回から、これまで取り組んできた「美し国づくり“景観大賞”」を発展・拡大

し、多様な側面・視点の中から『木』を切り口とした表彰事業を企画することに致しました。 

『木』の持つ特性や『木』がある地域の特色・個性を生かし、その創生、保存、再生によるまちづくり、

地域づくり、景観づくりに成果を上げている取組を表彰し、広く発信していきたいと思います。ここに、

『木』とは樹木単体や街路樹、森や林などの自然もあれば、木造建築などの人工物も該当しますので、『木』

を活用した様々な取組が対象となります。 

 

３．「美し国づくり大賞」募集中 

 募集期間  2016年 12 月 15 日～2017 年 3 月 11 日    

 応募詳細  ホームページをご覧ください www.umashi_kuni.com 

  問合せ先  メールでお願いします info@umashi-kunu.com  


